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令和５年度第２回安城市総合教育会議 

 

日   時  令和５年８月１０日（木）  

午後４時から午後４時４５分 

場   所  教育センター２階 会議室 

出 席 者  市   長 三星 元人  

       教育委員会 石川 良一 教育長 

加藤 滋伸 教育長職務代理者 

             久恒 美香 委 員 

深津 敦司 委 員 

中村 沙織 委 員 

 

出席した職員  

 横山 真澄  企画部長 

横手 憲治郎 企画部行革・政策監 

神谷  徹  教育委員会教育振興部長 

加藤 浩明  教育委員会生涯学習部長 

鈴木 淳之  企画部健幸=ＳＤＧｓ課長 

籠瀬 博敬  市民生活部アンフォーレ課長 

澤田 敦至  教育委員会総務課長 

鳥居 貴之  教育委員会学校教育課長 

津口 嘉己  教育委員会スポーツ課長 

              沓名 智和  企画部健幸=ＳＤＧｓ課課長補佐 

野村 勝美  教育委員会学校教育課課長補佐 

杉本 慎吾  教育委員会総務課庶務係長 

神谷 高典  教育委員会生涯学習課生涯学習係長 

  平井 友理香 教育委員会文化振興課芸術文化係長 

稲垣 創一  企画部健幸=ＳＤＧｓ課企画政策係専門主査 

 

傍 聴 者  なし 

 

次 第 

 

１ 開   会 

 

２ 市民憲章唱和 
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３ あ い さ つ（要旨） 

市長：教育委員の皆様には、日ごろから安城市の教育行政に多大なる御理解と

御支援を賜り、この場をお借りして厚く御礼を申し上げる。 

本日の議題は「第３次教育大綱策定方針について」である。 

教育大綱とは地方公共団体の教育・学術及び文化の振興に関する総合的 

な施策について、その目標や施策の根本となる方針を定めるものである。本

市の教育大綱は４年毎に定めることとしており、今年度は現在の教育大綱の

実施期間の最終年度にあたるため、第３次安城市教育大綱の策定に向けて、

ご意見をいただき、策定案に磨きをかけていく必要がある。 

本日は、第３次安城市教育大綱の策定に向けて、事務局において作成した

大綱の素案を提示させていただく。今後定例教育委員会においてその内容に

ついて審議いただくことになるので皆様のご協力をお願い申し上げる。 

 

教育長：今年は教育大綱の見直しの年ということで、今後、現在策定中の第９

次総合計画との整合性を図りながら内容を検討していく。    

安城の未来を託せる人材が育つよう想いや願いを持ちながら、長期的な展

望を持って、今の子供たちや社会の実態から見えている課題の解決に向けて、

その道筋を考えながら策定作業を進めていければよい。 

本日は教育大綱の具体的な内容に踏み込む前の大枠の説明がなされる。疑

問点、確認したい点等あれば、声にしていただけると意味のある機会になる。 

 

４ 議   題   

議題（１）第３次教育大綱策定方針について 

 健幸=SDGs 課課長補佐説明 

 

市長：ただいまの説明に対してのご意見、ご質問等をいただきたい。 

加藤職務代理者：第 9 次安城市総合計画の策定方針について、重点戦略の「し

くみ」、「ちから」、「ばしょ」についてご説明いただきたい。 

鈴木健幸=ＳＤＧｓ課長：今年度策定している第９次安城市総合計画の中で、

各分野で重点的に取り組む施策を重点戦略として「しくみ」、「ちから」、「ば

しょ」に当てはめている。 

  学校教育の分野は、子どもを育てる「しくみ」を作るということから「し

くみ」に入れている。 

「文化芸術」、「スポーツ」、「生涯学習」はこれらの分野が人の「ちから」 

を作っていくということから「ちから」に入れている。 

深津委員：「ちから」というのは、能力という意味か。 
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鈴木健幸=ＳＤＧｓ課長：「ちから」というのは農業や商工業といった市の財政

をつかさどる力に加え、人の力もここに入れさせていただいている。そうい

った点から農業、商工業という分野から、文化芸術、スポーツ、生涯学習と

いう分野までを「ちから」に入れさせていただいている。 

  また、「ばしょ」は、都市基盤や住環境など市の基盤整備の分野を入れさ

せていただいている。 

深津委員：（「しくみ」、「ちから」、「ばしょ」といった）これらの言葉は一般的

に通用しているのか。 

鈴木健幸=ＳＤＧｓ課長：第９次総合計画を作るに当たり、子どもをキーワー

ドとし、どういったところに重点を置いて進めていくか検討する中で、この

「しくみ」、「ちから」、「ばしょ」というものを取り上げて分野別に分けた。 

加藤職務代理者：学校教育は「しくみ」に含まれている。 

文化芸術、スポーツ、生涯学習は人の力を作るということだが、学校教育

も生きる力という人の力を作るっていう意味では「ちから」に入るようにも

思える。この重点戦略の仕分けがなぜそのようにしたかをわかりやすくされ

ないと、きっといろんな方々が見られたときに困るのでは。 

鈴木健幸=ＳＤＧｓ課長：子どもの健やかな成長を支える教育環境の充実とい

った点が学校教育を「しくみ」に振り分けた理由になる。 

久恒委員：総合計画審議会にも出席しているため「しくみ」、「ちから」、「ばしょ」

については特に違和感なく見ていた。 

総合計画の体系をもう少し細かく説明した資料が入ると、とてもわかりやす

くなると思う。 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉   会 


